
委 託 特 記 仕 様 書 

                （下水道等清掃委託） 

第１ （一般共通事項） 

１． 適用範囲 

（１） この特記仕様書は、枚方市と枚方市上下水道局が発注する下水道等清掃委託

に使用するものとする。 

（２） 施行は、大阪府都市整備部監修の土木請負工事必携（以下「共通仕様書」と

いう）及び本特記仕様書によるものとする。 

（３） 土木工事施工管理基準については、共通仕様書を標準とする。ただし、委託

規模等により、特別な条件がついた場合は本市監督職員と別途協議を行うこ

と。 

２．  法令等の遵守 

受注者は、施行に当たり、建設業法・道路交通法・騒音規制法・労働基準法・

職業安定法・労働者災害補償保険法その他関係法規及び発注者の条例、規定等、

委託の施行に関する諸法令を遵守すること。 

  ３．  苦情・要望等の処理 

施行に当たり、関係官公署及び地元代表者・周辺住民等と協議する必要のある 

場合は、速やかに本市監督職員に連絡すること。また、苦情・要望等を受けたと

きも、同様とする。 

 

第２ （施工関係） 

１．  一般共通事項 

施行については、前記の第１ 第２号の規定に基づき行うこと。 

２．  浚渫土砂等の処分 

（１）発生する浚渫土砂については、本市藤本川 ポンプ場内の仮置場に搬入するこ

と。搬入に当たっては、本市監督職員に連絡すること。 

（２）発生する汚泥は、産業廃棄物であり、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

に基づき、その処理責任は受注者にあるので、汚泥の運搬処理に当たっては、

各関係法令及び条例等を遵守し、産業廃棄物管理票（マニフェスト）により適

正に処理すること。 

（３）発生する土砂以外のごみは、可能な限り分別収集し、本市監督職員と協議し、

処分すること。 

３．  安全管理 

（１）安全管理について、作業中はもちろんのこと、休日等で作業を休止したとき

でも、第三者（周辺住民等）が立ち入り、事故等が起きることのないよう十分



現場を把握し、良好な現場管理を行うこと。 

（２）機械の搬出入及び作業中には、既設構造物・舗装版及び民有財産等に損傷・

破損がないよう十分留意すること。 

    万一、損傷・破損が生じた場合は、速やかに本市監督職員に連絡すること。 

    なお、これに要する費用は、受注者の負担とする。 

（３）受注者は、施行に当たり万一、注意義務を怠ったことにより第三者に損害を

与えたときは、その復旧及び賠償について全責任を負うこと。 

（４）局地的な大雨に対する標準的な中止基準及び安全対策 

    １）降雨等に対する管渠内作業の標準的な中止基準 

      東部大阪に大雨注意報・警報が発表された場合受注者は、作業を中止す

ること。また、当該作業箇所又は上流部で降雨が認められた場合受注者

は原則作業を中止とするが、状況に応じ本市監督職員と協議することが

できる。 

    ２）降雨等に対する安全対策 

      受注者は、局地的な大雨等による急激な雨水流入及び増水等に備えるこ

と。その内容は、次のとおりとする。 

            １ 現地特性に応じた委託等の中止基準・再開基準及び連絡体制 

       ２ 非常時、迅速な退避方法及び流され防止の措置 

       ３ 地上との連絡方法 

       ４ 気象情報サイト等からの気象情報の入手方法 

       ５ 日々の安全管理 

       ６ その他 

 

※ 上記安全管理計画の策定にあたっては、「局地的な大雨に対する下水道管

渠内工事等安全対策の手引き（案）平成２０年１０月」（局地的な大雨に対

する下水道管渠内工事等安全対策検討委員会編（事務局：国土交通省都市・

地域整備局下水道部他））等を参考にすること。 

 

４． 提出書類について 

      提出書類は、本市監督職員と協議の上作成し、指定期日までに提出すること。  

５．  その他 

（１） 緊急性を要するため、発注後すみやかに着工すること。 

 （受注者の責により着手できない場合は、契約を解除することもある。） 

（２）見積書は、必ず着手前に提出すること。 

（３）受注者は、各工種について内訳書の内容を理解し、重複して請求することの 

ないよう注意すること。 



（４） 受注者は、着手日、完了日、休工日等の重要事項を必ず本市監督職員に連絡す

ること。 

（５） 安全対策、地元連絡、住民対策については、受注者で行うこと。 

（６） 変更等特別の事情が生じた場合は、本市監督職員と協議すること。 

（７） 完了検査については、委託完了後１０日以内に行うので、業務責任者は、時間

厳守の上、必ず立ち会うこと。 

（８） 本市は地球環境問題に対処するため、自ら実施する事業や事務活動について環

境への影響を把握し、環境の改善と保全に取り組むため、独自の環境マネジメ

ントシステムを運用している。業務に際しては、別紙「枚方市環境方針」を参

考に十分環境に配慮され執行されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


